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違いはER ･ ､ PgR及びHER-2タンパクの発現には無関係であり､興味深いことにはトリプルネガティブ乳癌由
来細胞株にも高感受性を示すものがあることを示したo次に感受性の違いのメカニズムを明らかにするために
マイクロアレイ解析を行い､感受性と非感受性の乳癌細胞株の間に表現されているNK150460作用時遺伝子発
現パターンの違いとして､ CYPIAlおよびCYPIBl遺伝子の誘導の有無を示した｡また､ siRNAによる特異的遺
伝子の発現抑制実験を行い､ CYPIAl誘導がこの感受性発現に必要であることを示唆したoヌードラット癌移
植モデル(乳癌および大腸癌)の実験系から､ NK292の生体内における有効性と低毒性を示した.
本研究は臨床応用性の高い化合物を扱い､結果として､それら化合物を用いた新たな乳癌治療実施が今後に
期待された｡科学的方法論､論旨の展開に問題はなく､よって,本論文は博士(医学)の学位論文として合格
と認めるo
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